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特集

著作権制度のリフォーム

著作権の間接侵害をめぐる立法のあり方(上)

著作物の無断利用(直接行為)を助長する行為(間接

行為)を、差止請求の対象とすべきか。このいわゆる著

作権の間接侵害論には、著作物の利用主体性を拡彊する

構成と、著作権の侵害主体性を拡張する構成の2つがあ

り、またそれぞれの構成について解釈論と立法論が展開

されている。本稿は、それらの当否を順に検討した上で、

望ましい立法のあり方を探る。

島並良
神戸大学大学院

法学研究科教授

は
じ
め
に

問
題
の
所
在

他
人
に
よ
る
著
作
物
無
断
利
用
行
為
を
助
長
(
荷
助
・
教

唆
)
す
る
行
為

(注
1
)

に
つ
い
て
、
著
作
権
法
は
ど
の
よ
う

に
対
応
す
べ
き
だ
ろ
う
か
。
た
と
え
ば
、
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー

ル
や
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
掲
示
板
サ
ー
ビ
ス
と
い

っ
た
「
場
」

を
提
供
す
る
行
為
、
コ
ピ

1
機
や
フ
ァ
イ
ル
交
換
ソ
フ
ト
と

い
っ
た
「
道
具
」
を
提
供
す
る
行
為
な
ど
、
著
作
物
の
利
用

を
助
長
す
る
行
為
に
は
様
々
な
も
の
が
あ
る
。
著
作
物
の
無

断
利
用
行
為
(
以
下
で
は

「直
接
行
為
」
と
呼
ぶ
)
に
つ
い

て
著
作
権
侵
害
が
成
立
す
る
場
合
は
も
ち
ろ
ん
、
仮
に
直
接

行
為
に
つ
い
て
権
利
制
限
(
私
的
複
製
や
非
営
利
無
償
演
奏

等
)
を
理
由
に
侵
害
が
成
立
し
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
利

用
を
助
長
す
る
行
為
(
以
下
で
は
「
間
接
行
為
」
と
呼
ぶ
)

に
つ
い
て
は
、
直
接
行
為
と
は
別
に
禁
止
し
た
い
と
い
う
要

請
が
著
作
権
者
に
は
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
多
数
散
在
す
る
、

あ
る
い
は
匿
名
で
の
直
接
行
為
を
逐

一
捕
捉
す
る
よ
り
も
、

そ
の
前
提
と
な
る
間
接
行
為
を
根
本
か
ら
絶
つ
方
が
、
よ
り

実
効
的
な
著
作
権
保
護
に
資
す
る
場
合
が
あ
る
か
ら
だ

在
三
。

し
か
し
、
著
作
権
法
上
に
は
、
そ
の
よ
う
な
間
接
行
為
を

正
面
か
ら
規
律
す
る
規
定
は
存
在
し
な
い
寵
3
)
。
そ
こ
で
近

時
、
直
接
行
為
者
の
み
な
ら
ず
間
接
行
為
者
に
ま
で
著
作
権

侵
害
の
責
任
を
負
わ
せ
る
-
べ
き
で
は
な
い
か
が
問
題
と
さ
れ
、

ま
た
そ
れ
を
正
面
か
ら
実
現
す
る
た
め
に
、
そ
の
旨
の
明
文

の
規
定
を
著
作
権
法
の
中
に
設
け
る
べ
き
か
ど
う
か
が
議
論

さ
れ
て
き
た
在
4
)
。
後
に
見
る
と
お
り
、
裁
判
例
や
学
説
が

混
迷
状
態
に
あ
る
な
か
、
著
作
権
の

「
間
接
侵
害」

規
定
の

導
入
の
是
非
は
、
本
特
集
の
テ

l
マ
で
あ
る
著
作
権
リ
フ
ォ

ー
ム
論
議
に
お
け
る
最
重
要
課
題
の

-
つ
で
あ
る
と
い
え
よ

λ
/

。実
際
、
文
化
審
議
会
著
作
権
分
科
会
は
、
平
成
げ
年
に
立

法
的
対
応
に
関
す
る
検
討
の
必
要
性
を
答
申
し
在
立
、
そ
れ

を
受
け
た
同
分
科
会
法
制
問
題
小
委
員
会
な
ら
び
に
同
委
員

会
司
法
救
済
ワ
ー
キ
ン
グ
チ

i
ム
で
は
、
現
在
に
至
る
ま
で

裁
判
例
の
分
析
や
海
外
法
制
と
の
比
較
を
含
め
た
精
力
的
な

検
討
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
成
果
は
、
数
次
に
わ
た
る

報
告
書
に
お
い
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
が
在
旦
、
現
時
点
で

は
、
間
接
侵
害
規
定
の
創
設
の
方
向
性
は
打
ち
出
さ
れ
つ
つ

も
、
未
だ
最
終
的
な
結
論
に
は
至
っ

て
い
な
い

在
7
)
。
本
稿

は
、
こ
の
方
向
性
の
当
否
を
検
討
す
る
と
共
に
(
上
)
、
間

接
侵
害
規
定
導
入
時
に
お
け
る
望
ま
し
い
要
件
論
に
つ
い
て

基
礎
的
な
考
察
を
加
え
る
も
の
で
あ
る
(
下
)
。

2 

問
題
の
整
理

と
こ
ろ
で
、
直
接
行
為
に
つ
い
て
著
作
権
侵
害
(
直
接
侵

害
)
が
成
立
す
る
場
合
に
は
、
す
で
に
わ
が
国
の
現
行
法
上
、

間
接
行
為
に
つ
い
て
も

一
定
の
要
件
下
で
法
的
制
裁
が
予
定

さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
民
事
上
は
共
同
不
法
行
為
と
し

て
直
接
侵
害
者
と
連
帯
し
て
損
害
賠
償
責
任
を
負
い

(民
法

7
1
9
条
2
項、

7
0
9
条
)
、
ま
た
刑
事
上
は
著
作
権
侵

害
罪
に
対
す
る
狭
義
の
共
犯
と
し
て
の
責
任
を
負
う
(
刑
法

臼
条
、
臼
条
)
可
能
性
が
あ
る
の
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、

著
作
権
法
に
間
接
侵
害
規
定
を
導
入
す
る
こ
と
の
実
益
は
、

著
作
権
者
に
間
接
行
為
に
対
す
る
民
事
的
な
差
止
請
求
権
を

与
え
る
点
に
こ
そ
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
本
稿

で
は
、
間
接
行
為
を
差
止
請
求
の
対
象
に
含
め
る
べ
き
か
、

含
め
る
と
し
て
そ
の
手
段
(
解
釈
か
立
法
か
)
お
よ
び
具
体

的
要
件
の
あ
り
方
は
ど
う
か
、
に
焦
点
を
絞
り
検
討
を
加
え

る
こ
と
に
し
た
い
在
旦
。

ま
た
、
間
接
行
為
者
に
つ
い
て
著
作
権
侵
害
責
任
を
帰
す

た
め
の
法
的
構
成
と
し
て
は
、
間
接
行
為
者
を
直
接
行
為
者

と
同
視
し
た
上
で
、
い
わ
ば
「
間
接
正
犯
」
と
し
て
帰
責
す
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る
構
成
と
、
あ
く
ま
で
間
接
行
為
者
と
し
て
位
置
づ
け
た
ま

ま
、
い
わ
ば
「
共
犯
」
と
し
て
帰
責
す
る
構
成
の
二
つ
が
、

論
理
的
に
あ
り
得
る
在
2
0
こ
の
う
ち
前
者
は
、
複
製
や
演

奏
と
い
っ
た
著
作
物
の
「
利
用
」
主
体
性
(
誰
が
著
作
物
を

利
用
し
た
の
か
)
を
直
接
行
為
者

以
外
に
拡
張
す
る
も
の
で
あ
る
の

に
対
し
て
、
後
者
は
、
著
作
権
等

の
「
侵
室
己
主
体
性
(
誰
が
著
作

権
を
侵
害
し
た
の
か
)
を
利
用
主

体
以
外
に
拡
張
す
る
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
実
際
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

構
成
に
つ
い
て
、
現
行
法
の
解
釈

で
な
さ
れ
る
対
応
策
と
、
そ
の
旨

の
立
法
を
経
て
な
さ
れ
る
対
応
策

が
提
案
さ
れ
て
い
る
。
以
下
で
は
、

こ
の

2
x
2
H
4
つ
の
対
応
策
に

つ
い
て
、
当
否
と
限
界
を
順
に
検

討
し
よ
う
。

利用主体性の拡張 侵害主体性の拡張
(間接正犯型帰資) (共犯型帰貧)

解釈による 手足論、 ヒットワン事件
対応策 カラオケ法理など 大阪地判など

立法による
支分権規定の矯設 みなし侵害規定の新設

対応策

E 

解
釈
に
よ
る
対
応
策

解
釈
に
よ
る
利
用
主
体
性
の
拡
張

ま
ず
、
著
作
物
の
利
用
主
体
性
の
拡
張
(
間
接
正
犯
型
帰

責
)
を
解
釈
で
行
お
う
と
す
る
対
応
策
は
、
複
製
や
演
奏
と

い
っ
た
法
定
の
著
作
物
利
用
行
為
の
主
体
性
を
、
直
接
行
為

者
(
著
作
物
の
物
理
的
利
用
者
)
の
み
な
ら
ず
間
接
行
為
者

に
も
規
範
的
に
肯
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
た
と

え
ば
企
業
内
で
無
断
複
製
が
な
さ
れ
た
場
合
な
ど
、
直
接
行

為
者
(
従
業
者
等
)
に
つ
い
て
損
害
の
公
平
な
分
担
の
た
め

に
不
法
行
為
に
よ
る
損
害
賠
償
責
任
が
発
生
し
う
る
こ
と
は

別
論
と
し
て
、
行
為
の
差
し
止
め
を
求
め
る
相
手
五
と
し
て

は
、
そ
の
背
後
で
直
接
行
為
を
実
質
的
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し

て
い
る
間
接
行
為
者
(
使
用
者
企
業
等
)
の
方
が
む
し
ろ
ふ

さ
わ
し
い
ケ
1
ス
が
現
実
に
あ
り
得
る
。
ま
た
法
律
学
に
お

い
て
、
解
釈
に
よ
る
(
明
文
規
定
を
欠
く
)
「
規
範
的
な
主

体
の
同
視
」
は
、
形
式
的
な
要
件
を
充
足
す
る
主
体
以
外
の

実
質
的
主
体
に
法
的
効
果
を
帰
属
さ
せ
る
た
め
に
、
既
に

様
々
な
局
面
に
お
い
て
活
用
さ
れ
て
い
る
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
あ

り
花
虫
、
そ
う
で
あ
れ
ば
こ
の
対
応
策
も

一
定
の
範
囲
で
は

許
容
さ
れ
よ
う
。
問
題
は
、
そ
の
適
用
射
程
で
あ
る
。

裁
判
例
で
は
、
直
接
行
為
者
と
間
接
行
為
者
の
聞
の
人
的

関
係
性
に
着
目
す
る
と
、
①
労
使
や
親
子
会
社
の
よ
う
な
人

的
「
支
配
」
関
係
が
あ
る
事
案
(
道
具
理
論
な
い
し
手
足
論

布
日
)
)
の
み
な
ら
ず
、
②
人
的
「
管
理
」
関
係
が
あ
る
に
留

ま
る
事
案
(
当
初
の
カ
ラ
オ
ケ
法
理

(
H
U
)
)
、
そ
し
て
さ
ら

に
は
③
単
な
る
サ
ー
ビ
ス
や
シ
ス
テ
ム
の
提
供
関
係
が
あ
る

に
過
ぎ
ず
個
々
の
直
接
行
為
に
つ
い
て
間
接
行
為
者
の
個
別

意
思
決
定
が
介
在
し
な
い
事
案
(
カ
ラ
オ
ケ
法
理
の
転
用
在

日
)
)
へ
と
、
よ
り
緩
や
か
な
人
的
関
係
性
の
下
で
利
用
主
体

性
の
拡
張
が
認
め
ら
れ
て
き
て
い
る
在
日
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
し
て
は
、
限
界
の
不
明
確
性
(
予

測
可
能
性
の
欠
如
)
在
日
)
は
も
ち
ろ
ん
、
正
当
化
根
拠
の
脆

弱
性
在
日
山
)
や
司
法
府
と
立
法
府
の
役
割
分
担

(注立

と
い

う
観
点
か
ら
も
学
説
上
の
批
判
が
向
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

人
的
支
配
関
係
の
存
在
に
よ
っ
て
間
接
行
為
者
を
直
接
行
為

者
の
道
具
ま
た
は
手
足
と
評
価
で
き
る
場
合
は
と
も
か
く
、

そ
こ
ま
で
の
人
的
関
係
性
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
カ
ラ
オ

ケ
法
理
で
利
用
主
体
性
を
拡
張
す
る
こ
と
は
、
現
行
法
の
他

の
規
定
と
の
整
合
性
と
い
う
観
点
か
ら
も
無
理
が
あ
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
著
作
権
法
は
、
私
的
使
用
目

的
で
「
公
衆
の
使
用
に
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
置
さ

れ
て
い
る
自
動
複
製
機
器
を
用
い
て
複
製
す
る
」
行
為
の
主

体
は
、
著
作
物
の
「
使
用
を
す
る
者
」
で
あ
る
主
目
こ
と

を
前
提
と
し
て
い
る
(
却
条
I
項

I
号
、
同
本
文
)
(日
目
か

ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
現
行
法
上
、
コ
ン
ビ
ニ
出
や
セ
ル
フ
コ

ピ
l
出
の
文
書
コ
ピ

l
機
に
よ
る
複
製
の
主
体
は
あ
く
ま
で

顧
客
(
直
接
行
為
者
)
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
管
理
し
、
そ
こ

か
ら
営
業
上
の
利
益
を
得
て
い
る
府
舗
(
間
接
行
為
者
)
と

は
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
点
で
、
損
害
の
事
後
的

な
公
平
分
担
を
目
的
と
し
て
賠
償
請
求
の
名
宛
人
を
画
定
す

る
た
め
の
共
同
不
法
行
為
が
、
よ
り
広
い
範
囲
で
成
立
し
得

る
こ
と
と
は
、
区
別
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
花
型
。

翻
っ
て
考
え
る
と
、
そ
も
そ
も
間
接
正
犯
型
帰
責
は
、
間

接
行
為
者
を
直
接
行
為
者
と
規
範
的
に
同
視
す
る
も
の
で
あ

る
か
ら
、
そ
こ
に
は
問
視
に
値
す
る
だ
け
の
実
質
、
す
な
わ

ち
直
接
行
為
者
に
成
り
代
わ
っ
て
帰
責
さ
れ
る
こ
と
を
正
当

化
す
る
だ
け
の
必
要
性
と
許
容
性
が
伴
っ
て
い
る
必
要
が
あ

ろ
う

(性
別
)。

そ
う
だ
と
す
る
と
、
直
接
行
為
者
を
道
具
や
手

足
と
し
て
利
用
す
る
な
ど
、

(
I
)
直
接
行
為
の
遂
行
決
定

に
対
す
る
強
い
支
配
と
、

(
H
)
そ
の
結
果
の
帰
属
が
認
め

ら
れ
る
場
合
に
だ
け
利
用
主
体
性
の
拡
張
は
認
め
ら
れ
る
べ

き
で
あ
り
(
れ
き
、
そ
こ
ま
で
の
人
的
関
係
が
見
い
だ
せ
な
い

場
合
に
は
、
(
後
述
の
と
お
り
立
法
に
よ
っ
て
侵
害
成
立
要

件
を
明
確
化
し
た
上
で
)
端
的
に
帯
助
者
・
教
唆
者
と
し
て

問
責
す
れ
ば
足
り
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
逆
に
、
そ
の
よ
う

な
強
い
人
的
関
係
(
決
定
支
配
と
結
果
帰
属
)
が
あ
り
さ
え

す
れ
ば
、
間
接
行
為
者
と
直
接
行
為
者
は
規
範
的
に
同
視
さ

れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
間
接
行
為
者
の
利
用
主
体
性
を
肯
定

す
る
に
あ
た
り
(
営
業
上
の
利
益
等
の
)
他
の
要
件
は
不
要

で
あ
る
し
、
ま
た
そ
れ
は
直
接
行
為
者
に
閲
す
る
法
的
責
任

の
成
否
と
は
独
立
に
判
断
さ
れ
、
権
利
制
限
規
定
の
適
否

(
私
的
使
用
目
的
か
、
非
営
利
無
償
か
な
ど
)
は
間
接
行
為

者
が
基
準
と
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

2 

解
釈
に
よ
る
侵
害
主
体
性
の
拡
張

次
に
、
侵
害
主
体
性
の
拡
張
(
共
犯
型
帰
責
)
を
解
釈
に
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る
構
成
と
、
あ
く
ま
で
間
接
行
為
者
と
し
て
位
置
づ
け
た
ま

ま
、
い
わ
ば
「
共
犯
」
と
し
て
帰
責
す
る
構
成
の
二
つ
が
、

論
理
的
に
あ
り
得
る
在
2
0
こ
の
う
ち
前
者
は
、
複
製
や
演

奏
と
い
っ
た
著
作
物
の
「
利
用
」
主
体
性
(
誰
が
著
作
物
を

利
用
し
た
の
か
)
を
直
接
行
為
者

以
外
に
拡
張
す
る
も
の
で
あ
る
の

に
対
し
て
、
後
者
は
、
著
作
権
等

の
「
侵
室
己
主
体
性
(
誰
が
著
作

権
を
侵
害
し
た
の
か
)
を
利
用
主

体
以
外
に
拡
張
す
る
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
実
際
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

構
成
に
つ
い
て
、
現
行
法
の
解
釈

で
な
さ
れ
る
対
応
策
と
、
そ
の
旨

の
立
法
を
経
て
な
さ
れ
る
対
応
策

が
提
案
さ
れ
て
い
る
。
以
下
で
は
、

こ
の

2
x
2
H
4
つ
の
対
応
策
に

つ
い
て
、
当
否
と
限
界
を
順
に
検

討
し
よ
う
。

利用主体性の拡張 侵害主体性の拡張
(間接正犯型帰資) (共犯型帰貧)

解釈による 手足論、 ヒットワン事件
対応策 カラオケ法理など 大阪地判など

立法による
支分権規定の矯設 みなし侵害規定の新設

対応策

E 

解
釈
に
よ
る
対
応
策

解
釈
に
よ
る
利
用
主
体
性
の
拡
張

ま
ず
、
著
作
物
の
利
用
主
体
性
の
拡
張
(
間
接
正
犯
型
帰

責
)
を
解
釈
で
行
お
う
と
す
る
対
応
策
は
、
複
製
や
演
奏
と

い
っ
た
法
定
の
著
作
物
利
用
行
為
の
主
体
性
を
、
直
接
行
為

者
(
著
作
物
の
物
理
的
利
用
者
)
の
み
な
ら
ず
間
接
行
為
者

に
も
規
範
的
に
肯
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
た
と

え
ば
企
業
内
で
無
断
複
製
が
な
さ
れ
た
場
合
な
ど
、
直
接
行

為
者
(
従
業
者
等
)
に
つ
い
て
損
害
の
公
平
な
分
担
の
た
め

に
不
法
行
為
に
よ
る
損
害
賠
償
責
任
が
発
生
し
う
る
こ
と
は

別
論
と
し
て
、
行
為
の
差
し
止
め
を
求
め
る
相
手
五
と
し
て

は
、
そ
の
背
後
で
直
接
行
為
を
実
質
的
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し

て
い
る
間
接
行
為
者
(
使
用
者
企
業
等
)
の
方
が
む
し
ろ
ふ

さ
わ
し
い
ケ
1
ス
が
現
実
に
あ
り
得
る
。
ま
た
法
律
学
に
お

い
て
、
解
釈
に
よ
る
(
明
文
規
定
を
欠
く
)
「
規
範
的
な
主

体
の
同
視
」
は
、
形
式
的
な
要
件
を
充
足
す
る
主
体
以
外
の

実
質
的
主
体
に
法
的
効
果
を
帰
属
さ
せ
る
た
め
に
、
既
に

様
々
な
局
面
に
お
い
て
活
用
さ
れ
て
い
る
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
あ

り
花
虫
、
そ
う
で
あ
れ
ば
こ
の
対
応
策
も

一
定
の
範
囲
で
は

許
容
さ
れ
よ
う
。
問
題
は
、
そ
の
適
用
射
程
で
あ
る
。

裁
判
例
で
は
、
直
接
行
為
者
と
間
接
行
為
者
の
聞
の
人
的

関
係
性
に
着
目
す
る
と
、
①
労
使
や
親
子
会
社
の
よ
う
な
人

的
「
支
配
」
関
係
が
あ
る
事
案
(
道
具
理
論
な
い
し
手
足
論

布
日
)
)
の
み
な
ら
ず
、
②
人
的
「
管
理
」
関
係
が
あ
る
に
留

ま
る
事
案
(
当
初
の
カ
ラ
オ
ケ
法
理

(
H
U
)
)
、
そ
し
て
さ
ら

に
は
③
単
な
る
サ
ー
ビ
ス
や
シ
ス
テ
ム
の
提
供
関
係
が
あ
る

に
過
ぎ
ず
個
々
の
直
接
行
為
に
つ
い
て
間
接
行
為
者
の
個
別

意
思
決
定
が
介
在
し
な
い
事
案
(
カ
ラ
オ
ケ
法
理
の
転
用
在

日
)
)
へ
と
、
よ
り
緩
や
か
な
人
的
関
係
性
の
下
で
利
用
主
体

性
の
拡
張
が
認
め
ら
れ
て
き
て
い
る
在
日
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
し
て
は
、
限
界
の
不
明
確
性
(
予

測
可
能
性
の
欠
如
)
在
日
)
は
も
ち
ろ
ん
、
正
当
化
根
拠
の
脆

弱
性
在
日
山
)
や
司
法
府
と
立
法
府
の
役
割
分
担

(注立

と
い

う
観
点
か
ら
も
学
説
上
の
批
判
が
向
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

人
的
支
配
関
係
の
存
在
に
よ
っ
て
間
接
行
為
者
を
直
接
行
為

者
の
道
具
ま
た
は
手
足
と
評
価
で
き
る
場
合
は
と
も
か
く
、

そ
こ
ま
で
の
人
的
関
係
性
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
カ
ラ
オ

ケ
法
理
で
利
用
主
体
性
を
拡
張
す
る
こ
と
は
、
現
行
法
の
他

の
規
定
と
の
整
合
性
と
い
う
観
点
か
ら
も
無
理
が
あ
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
著
作
権
法
は
、
私
的
使
用
目

的
で
「
公
衆
の
使
用
に
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
置
さ

れ
て
い
る
自
動
複
製
機
器
を
用
い
て
複
製
す
る
」
行
為
の
主

体
は
、
著
作
物
の
「
使
用
を
す
る
者
」
で
あ
る
主
目
こ
と

を
前
提
と
し
て
い
る
(
却
条
I
項

I
号
、
同
本
文
)
(日
目
か

ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
現
行
法
上
、
コ
ン
ビ
ニ
出
や
セ
ル
フ
コ

ピ
l
出
の
文
書
コ
ピ

l
機
に
よ
る
複
製
の
主
体
は
あ
く
ま
で

顧
客
(
直
接
行
為
者
)
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
管
理
し
、
そ
こ

か
ら
営
業
上
の
利
益
を
得
て
い
る
府
舗
(
間
接
行
為
者
)
と

は
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
点
で
、
損
害
の
事
後
的

な
公
平
分
担
を
目
的
と
し
て
賠
償
請
求
の
名
宛
人
を
画
定
す

る
た
め
の
共
同
不
法
行
為
が
、
よ
り
広
い
範
囲
で
成
立
し
得

る
こ
と
と
は
、
区
別
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
花
型
。

翻
っ
て
考
え
る
と
、
そ
も
そ
も
間
接
正
犯
型
帰
責
は
、
間

接
行
為
者
を
直
接
行
為
者
と
規
範
的
に
同
視
す
る
も
の
で
あ

る
か
ら
、
そ
こ
に
は
問
視
に
値
す
る
だ
け
の
実
質
、
す
な
わ

ち
直
接
行
為
者
に
成
り
代
わ
っ
て
帰
責
さ
れ
る
こ
と
を
正
当

化
す
る
だ
け
の
必
要
性
と
許
容
性
が
伴
っ
て
い
る
必
要
が
あ

ろ
う

(性
別
)。

そ
う
だ
と
す
る
と
、
直
接
行
為
者
を
道
具
や
手

足
と
し
て
利
用
す
る
な
ど
、

(
I
)
直
接
行
為
の
遂
行
決
定

に
対
す
る
強
い
支
配
と
、

(
H
)
そ
の
結
果
の
帰
属
が
認
め

ら
れ
る
場
合
に
だ
け
利
用
主
体
性
の
拡
張
は
認
め
ら
れ
る
べ

き
で
あ
り
(
れ
き
、
そ
こ
ま
で
の
人
的
関
係
が
見
い
だ
せ
な
い

場
合
に
は
、
(
後
述
の
と
お
り
立
法
に
よ
っ
て
侵
害
成
立
要

件
を
明
確
化
し
た
上
で
)
端
的
に
帯
助
者
・
教
唆
者
と
し
て

問
責
す
れ
ば
足
り
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
逆
に
、
そ
の
よ
う

な
強
い
人
的
関
係
(
決
定
支
配
と
結
果
帰
属
)
が
あ
り
さ
え

す
れ
ば
、
間
接
行
為
者
と
直
接
行
為
者
は
規
範
的
に
同
視
さ

れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
間
接
行
為
者
の
利
用
主
体
性
を
肯
定

す
る
に
あ
た
り
(
営
業
上
の
利
益
等
の
)
他
の
要
件
は
不
要

で
あ
る
し
、
ま
た
そ
れ
は
直
接
行
為
者
に
閲
す
る
法
的
責
任

の
成
否
と
は
独
立
に
判
断
さ
れ
、
権
利
制
限
規
定
の
適
否

(
私
的
使
用
目
的
か
、
非
営
利
無
償
か
な
ど
)
は
間
接
行
為

者
が
基
準
と
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

2 

解
釈
に
よ
る
侵
害
主
体
性
の
拡
張

次
に
、
侵
害
主
体
性
の
拡
張
(
共
犯
型
帰
責
)
を
解
釈
に

29 
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生

m権作著

よ
っ
て
行
う
と
す
る
対
応
策
は
ど
う
か
。
こ
れ
は
、
著
作
権

法
1
1
2
条
1
項
が
規
定
す
る
著
作
権
等
の
侵
害
行
為
に
、

間
接
行
為
が
含
ま
れ
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
先
に
見
た
著

作
物
の
利
用
主
体
性
拡
張
(
間
接
正
犯
型
帰
責
)
と
は
、
利

用
主
体
で
な
い
主
体
に
つ
い
て
な
お
侵
害
者
と
捉
え
て
帰
責

す
る
点
で
、
法
的
構
成
が
異
な
る
。
つ
ま
り
、
間
接
行
為
者

に
つ
い
て
、
直
接
行
為
者
と
の
同
視
と
い
う
迂
路
を
経
る
こ

と
な
く
、
そ
の
ま
ま
端
的
に
差
止
責
任
を
肯
定
す
る
わ
け
で

あ
る
。解
釈
に
よ
る
侵
害
主
体
性
の
拡
張
は
、
ヒ
ッ
ト
ワ
ン
事
件

大
阪
地
裁
判
決
(
注
幻
)
が
採
用
し
、
学
説
上
も
有
力
に
主
張

さ
れ
て
い
る
見
解
で
あ
る
在
君
。
同
事
件
で
大
阪
地
裁
は
、

通
信
カ
ラ
オ
ケ
機
器
リ
l
ス
業
者
を
著
作
権
侵
害
の
故
意
封

助
者
で
あ
る
と
評
価
し
た
上
で
在
お
)
、
な
お
「
著
作
権
を
侵

害
す
る
者
又
は
侵
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
者
」
(
著
作
権
法

1
1
2
条
1
項
)
に
該
当
す
る
と
し
て
、
そ
れ
に
対
す
る
差

止
請
求
を
認
容
し
た
。
そ
の
後
、
選
撮
見
録
事
件
大
阪
地
裁

判
決
(
注
担
は
、
同
じ
く
帯
助
者
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
主
体

に
対
す
る
差
止
請
求
を
、
今
度
は

1
1
2
条
I
項
を
「
類
推

適
用
」
す
る
こ
と
で
肯
定
し
て
い
る
。

し
か
し
こ
の
よ
う
な
見
解
は
、
裁
判
例
の
主
流
と
は
な
ら

ず
(
注
豆
、
学
説
上
も
多
数
を
形
成
す
る
に
は
至
っ
て
い
な
い

(注

g
。
批
判
の
根
拠
と
し
て
、
法
的
安
定
性
、
従
来
か
ら
明

文
の
間
接
侵
害
規
定
を
持
つ
特
許
法
と
の
整
合
性
や
、
差
止

が
容
易
に
は
認
め
ら
れ
な
い
不
法
行
為
法
制
と
の
整
合
性
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
在
虫
、
ま
た
最
近
、
著
作
権
の
法
的

性
質
に
関
す
る
い
わ
ゆ
る
禁
止
権
説
と
の
整
合
性
を
述
べ
る

学
説
在
初
)
も
あ
る
。
も
っ
と
も
、
む
し
ろ
決
定
的
な
の
は
、

こ
こ
で
も
や
は
り
現
行
著
作
権
法
の
他
の
規
定
と
の
整
合
性

で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
も
、
著
作
権
法
1
1
9条
2
項
2
号

は
自
動
複
製
機
器
の
提
供
者
を
、
ま
た
1
2
0
条
の

2
第

1

号
は
技
術
的
保
護
手
段
回
避
装
置
等
の
提
供
者
を
、
そ
れ
ぞ

れ
著
作
権
侵
害
罪

(
1
1
9
条
1
項
)
と
は
別
に
そ
れ
よ
り

も
軽
い
罪
と
し
て
規
定
し
て
お
り
、
つ
ま
り
間
接
行
為
で
あ

る
そ
れ
ら
機
器
や
装
置
の
提
供
行
為
は
複
製
権
侵
害
を
構
成

し
な
い
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
在

g
。
ま
た

民
事
的
に
も
、
専
ら
著
作
権
侵
害
行
為
に
供
さ
れ
た
機
械
・

器
具
の
廃
棄
請
求

(
1
1
2
条
2
項
)
は
、
侵
害
行
為
の
差

止
請
求
(
同
条
1
項
)
に
付
帯
し
て
の
み
可
能
で
あ
る
と
規

定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
機
械
・
器
具
が
非
侵
害
者
の
所
有
物

で
あ
れ
ば
そ
の
廃
棄
を
請
求
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
が
、
仮

に
帯
助
行
為
も
著
作
権
侵
害
に
あ
た
る
と
解
す
る
な
ら
、
そ

れ
に
供
さ
れ
た
機
器
・
器
具
に
つ
い
て
も
ま
た
廃
棄
請
求
が

可
能
と
な
り
、
結
局
、
廃
棄
請
求
を
付
帯
的
に
の
み
認
め
た

意
義
が
大
幅
に
失
わ
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
も
そ
も
、
現
行
法
が
各
種
の
支
分
権
(
お
よ
び
著
作
物

利
用
行
為
の
詳
細
な
定
義
と
、
み
な
し
侵
害
)
規
定
に
よ
っ

て
著
作
権
の
侵
害
行
為
を
可
及
的
に
明
確
化
し
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
(
そ
れ
に
対
す
る
助
長
行
為
と
い
う
枠
は
あ

る
に
せ
よ
)
何
ら
明
文
の
根
拠
規
定
な
く
排
他
権
の
範
囲
を

拡
張
す
る
こ
と
は
、
や
は
り
法
が
予
定
し
て
い
な
い
と
言
う

べ
き
で
あ
ろ
う
在

g
。

以
上
の
通
り
、
利
用
主
体
性
の
拡
張
(
間
接
正
犯
型
帰
責
)

と
侵
害
主
体
性
の
拡
張
(
共
犯
型
帰
責
)
の
い
ず
れ
の
法
的

構
成
に
つ
い
て
も
、
現
行
法
の
解
釈
だ
け
で
は
他
の
法
規
定

と
十
分
に
整
合
的
な
対
応
は
図
れ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

間
接
行
為
者
に
つ
い
て
差
止
責
任
を
負
わ
せ
る
た
め
に
は
、

立
法
に
よ
る
対
応
が
必
要
と
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。
そ
こ
で

次
回
は
、
望
ま
し
い
立
法
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る
が
、

そ
こ
で
も
ま
た
、
利
用
主
体
性
の
拡
張
と
侵
害
主
体
性
の
拡

張
の
両
者
を
区
別
し
た
上
で
、
立
法
論
と
し
て
い
ず
れ
を
選

択
す
べ
き
か
が
問
題
と
な
る
。
そ
し
て
選
択
さ
れ
た
法
的
構

成
に
お
い
て
、
具
体
的
に
い
か
な
る
要
件
の
下
で
間
接
行
為

者
の
差
止
責
任
を
認
め
る
べ
き
か
を
、
危
険
責
任
・
報
償
責

任
と
い
う
2
つ
の
帰
責
原
理
か
ら
考
察
し
よ
う
。(
以
下
、
次
号
)

本稿では、著作物の利用行為のうち一部を分担する行為については、検討対象に含めない。このような、 2人以上の者が共同して著作権を侵害した
場合(関連共同性がある場合:民法719条1項前段型の共同不法行為)には、当然に、その全員が著作権侵害責任を負うことになる(一部実行によ
る全部責任)。本稿はあくまで、他人が著作物の利用を完結的に行っており(ただしそれが著作権侵害にあたるかどうかは問わない)、それに対し
て助長的関与をした者についての規律を検討するものである。
このような問題状況は、ネットワークを介した著作物の利用においてより顕著に顕れるが、著作物の利用が何ら「場Jや「道具Jの提供なく独力
で完結することは以前からむしろ稀であり(たとえば紙媒体への複製には筆記道具が必要不あるし、また企業内での従業者による複製には使用者
による投資が伴う)、実は古典的な問題に対して最近になって光が当てられるようになったものであるといえる。
この点で、すでに間接侵害規定を持つ特許法 (101条1号、 2号、 4号、 5号)および実用新案法 (28条1号、 2号)とは状況が異なる。
枚挙にいとまがないが、研究者の手になる最新の論孜として、たとえば次のものがある。上野達弘「著作権法における『間接侵害.Uジュリスト
1326号 (2007年)75頁、田村善之「著作権の間接侵害j第二東京弁護士会知的財産権法研究会編『著作権法の新論点j(商事法務、 2008年)259 
頁、潮海久雄「著作権侵害の責任主体一一不法行為法および私的複製・公衆送信権の視点、から」野村豊弘ほか編『現代社会と著作権法(斉藤博退
職記念)j(弘文堂、 2008年)197頁、平嶋竜太「著作権侵害主体の評価をめぐる議論について一一私的利用領域の拡大と差止範囲確定の視点から」

/ふ

同前228頁。
文化審議会著作権分科会「著作権法に関する今後の検討課題J(平成17年1月24日)4頁。
同分科会「報告書J(平成18年1月)138貰以下、同分科会「報告書J(平成19年1月)19頁以下、同分科会法制問題小委員会「中間まとめJ(平成19
年10月12日)71頁以下。
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よ
っ
て
行
う
と
す
る
対
応
策
は
ど
う
か
。
こ
れ
は
、
著
作
権

法
1
1
2
条
1
項
が
規
定
す
る
著
作
権
等
の
侵
害
行
為
に
、

間
接
行
為
が
含
ま
れ
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
先
に
見
た
著

作
物
の
利
用
主
体
性
拡
張
(
間
接
正
犯
型
帰
責
)
と
は
、
利

用
主
体
で
な
い
主
体
に
つ
い
て
な
お
侵
害
者
と
捉
え
て
帰
責

す
る
点
で
、
法
的
構
成
が
異
な
る
。
つ
ま
り
、
間
接
行
為
者

に
つ
い
て
、
直
接
行
為
者
と
の
同
視
と
い
う
迂
路
を
経
る
こ

と
な
く
、
そ
の
ま
ま
端
的
に
差
止
責
任
を
肯
定
す
る
わ
け
で

あ
る
。解
釈
に
よ
る
侵
害
主
体
性
の
拡
張
は
、
ヒ
ッ
ト
ワ
ン
事
件

大
阪
地
裁
判
決
(
注
幻
)
が
採
用
し
、
学
説
上
も
有
力
に
主
張

さ
れ
て
い
る
見
解
で
あ
る
在
君
。
同
事
件
で
大
阪
地
裁
は
、

通
信
カ
ラ
オ
ケ
機
器
リ
l
ス
業
者
を
著
作
権
侵
害
の
故
意
封

助
者
で
あ
る
と
評
価
し
た
上
で
在
お
)
、
な
お
「
著
作
権
を
侵

害
す
る
者
又
は
侵
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
者
」
(
著
作
権
法

1
1
2
条
1
項
)
に
該
当
す
る
と
し
て
、
そ
れ
に
対
す
る
差

止
請
求
を
認
容
し
た
。
そ
の
後
、
選
撮
見
録
事
件
大
阪
地
裁

判
決
(
注
担
は
、
同
じ
く
帯
助
者
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
主
体

に
対
す
る
差
止
請
求
を
、
今
度
は

1
1
2
条
I
項
を
「
類
推

適
用
」
す
る
こ
と
で
肯
定
し
て
い
る
。

し
か
し
こ
の
よ
う
な
見
解
は
、
裁
判
例
の
主
流
と
は
な
ら

ず
(
注
豆
、
学
説
上
も
多
数
を
形
成
す
る
に
は
至
っ
て
い
な
い

(注

g
。
批
判
の
根
拠
と
し
て
、
法
的
安
定
性
、
従
来
か
ら
明

文
の
間
接
侵
害
規
定
を
持
つ
特
許
法
と
の
整
合
性
や
、
差
止

が
容
易
に
は
認
め
ら
れ
な
い
不
法
行
為
法
制
と
の
整
合
性
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
在
虫
、
ま
た
最
近
、
著
作
権
の
法
的

性
質
に
関
す
る
い
わ
ゆ
る
禁
止
権
説
と
の
整
合
性
を
述
べ
る

学
説
在
初
)
も
あ
る
。
も
っ
と
も
、
む
し
ろ
決
定
的
な
の
は
、

こ
こ
で
も
や
は
り
現
行
著
作
権
法
の
他
の
規
定
と
の
整
合
性

で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
も
、
著
作
権
法
1
1
9条
2
項
2
号

は
自
動
複
製
機
器
の
提
供
者
を
、
ま
た
1
2
0
条
の

2
第

1

号
は
技
術
的
保
護
手
段
回
避
装
置
等
の
提
供
者
を
、
そ
れ
ぞ

れ
著
作
権
侵
害
罪

(
1
1
9
条
1
項
)
と
は
別
に
そ
れ
よ
り

も
軽
い
罪
と
し
て
規
定
し
て
お
り
、
つ
ま
り
間
接
行
為
で
あ

る
そ
れ
ら
機
器
や
装
置
の
提
供
行
為
は
複
製
権
侵
害
を
構
成

し
な
い
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
在

g
。
ま
た

民
事
的
に
も
、
専
ら
著
作
権
侵
害
行
為
に
供
さ
れ
た
機
械
・

器
具
の
廃
棄
請
求

(
1
1
2
条
2
項
)
は
、
侵
害
行
為
の
差

止
請
求
(
同
条
1
項
)
に
付
帯
し
て
の
み
可
能
で
あ
る
と
規

定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
機
械
・
器
具
が
非
侵
害
者
の
所
有
物

で
あ
れ
ば
そ
の
廃
棄
を
請
求
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
が
、
仮

に
帯
助
行
為
も
著
作
権
侵
害
に
あ
た
る
と
解
す
る
な
ら
、
そ

れ
に
供
さ
れ
た
機
器
・
器
具
に
つ
い
て
も
ま
た
廃
棄
請
求
が

可
能
と
な
り
、
結
局
、
廃
棄
請
求
を
付
帯
的
に
の
み
認
め
た

意
義
が
大
幅
に
失
わ
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
も
そ
も
、
現
行
法
が
各
種
の
支
分
権
(
お
よ
び
著
作
物

利
用
行
為
の
詳
細
な
定
義
と
、
み
な
し
侵
害
)
規
定
に
よ
っ

て
著
作
権
の
侵
害
行
為
を
可
及
的
に
明
確
化
し
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
(
そ
れ
に
対
す
る
助
長
行
為
と
い
う
枠
は
あ

る
に
せ
よ
)
何
ら
明
文
の
根
拠
規
定
な
く
排
他
権
の
範
囲
を

拡
張
す
る
こ
と
は
、
や
は
り
法
が
予
定
し
て
い
な
い
と
言
う

べ
き
で
あ
ろ
う
在

g
。

以
上
の
通
り
、
利
用
主
体
性
の
拡
張
(
間
接
正
犯
型
帰
責
)

と
侵
害
主
体
性
の
拡
張
(
共
犯
型
帰
責
)
の
い
ず
れ
の
法
的

構
成
に
つ
い
て
も
、
現
行
法
の
解
釈
だ
け
で
は
他
の
法
規
定

と
十
分
に
整
合
的
な
対
応
は
図
れ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

間
接
行
為
者
に
つ
い
て
差
止
責
任
を
負
わ
せ
る
た
め
に
は
、

立
法
に
よ
る
対
応
が
必
要
と
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。
そ
こ
で

次
回
は
、
望
ま
し
い
立
法
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る
が
、

そ
こ
で
も
ま
た
、
利
用
主
体
性
の
拡
張
と
侵
害
主
体
性
の
拡

張
の
両
者
を
区
別
し
た
上
で
、
立
法
論
と
し
て
い
ず
れ
を
選

択
す
べ
き
か
が
問
題
と
な
る
。
そ
し
て
選
択
さ
れ
た
法
的
構

成
に
お
い
て
、
具
体
的
に
い
か
な
る
要
件
の
下
で
間
接
行
為

者
の
差
止
責
任
を
認
め
る
べ
き
か
を
、
危
険
責
任
・
報
償
責

任
と
い
う
2
つ
の
帰
責
原
理
か
ら
考
察
し
よ
う
。(
以
下
、
次
号
)

本稿では、著作物の利用行為のうち一部を分担する行為については、検討対象に含めない。このような、 2人以上の者が共同して著作権を侵害した
場合(関連共同性がある場合:民法719条1項前段型の共同不法行為)には、当然に、その全員が著作権侵害責任を負うことになる(一部実行によ
る全部責任)。本稿はあくまで、他人が著作物の利用を完結的に行っており(ただしそれが著作権侵害にあたるかどうかは問わない)、それに対し
て助長的関与をした者についての規律を検討するものである。
このような問題状況は、ネットワークを介した著作物の利用においてより顕著に顕れるが、著作物の利用が何ら「場Jや「道具Jの提供なく独力
で完結することは以前からむしろ稀であり(たとえば紙媒体への複製には筆記道具が必要不あるし、また企業内での従業者による複製には使用者
による投資が伴う)、実は古典的な問題に対して最近になって光が当てられるようになったものであるといえる。
この点で、すでに間接侵害規定を持つ特許法 (101条1号、 2号、 4号、 5号)および実用新案法 (28条1号、 2号)とは状況が異なる。
枚挙にいとまがないが、研究者の手になる最新の論孜として、たとえば次のものがある。上野達弘「著作権法における『間接侵害.Uジュリスト
1326号 (2007年)75頁、田村善之「著作権の間接侵害j第二東京弁護士会知的財産権法研究会編『著作権法の新論点j(商事法務、 2008年)259 
頁、潮海久雄「著作権侵害の責任主体一一不法行為法および私的複製・公衆送信権の視点、から」野村豊弘ほか編『現代社会と著作権法(斉藤博退
職記念)j(弘文堂、 2008年)197頁、平嶋竜太「著作権侵害主体の評価をめぐる議論について一一私的利用領域の拡大と差止範囲確定の視点から」

/ふ

同前228頁。
文化審議会著作権分科会「著作権法に関する今後の検討課題J(平成17年1月24日)4頁。
同分科会「報告書J(平成18年1月)138貰以下、同分科会「報告書J(平成19年1月)19頁以下、同分科会法制問題小委員会「中間まとめJ(平成19
年10月12日)71頁以下。

注1

注2

注5
i主6
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注3
注4



注7 前掲注6・同分科会法制問題小委員会「中閉まとめJ(平成19年10月12日)は、「第112条の『侵害』に該当する行為は、著作物等につき自ら(物理的
に)利用行為をなす行為に限定されるものではなく、一定の要件を満たす他者の行為もこれに該当しうることを、法律上明確化すべき」とした上で、
「当該他者の範囲について、無限定に認められるべきではないとの考え方から、いかなる要件を満たす者をその対象とすべきかについて、裁判例の状
況や民法における物権的請求権等の基本理論との整合性にも配慮し、慎重に検討を進める必要がある。」とし、さらに立法例として「専ら侵害の用に
供される物等の提供その他の行為により他者に(侵害)行為をさせることにより侵害をする者Jを差止請求の対象とすることを提案している。
なお、知財戦略本部内に設置されたデジタル・ネット時代における知財制度専門調査会においても、ネット上に流通する違法コンテンツへの対策強
化という観点、から、この著作権の間接侵害問題が要検討事項に挙げられている(参照、向調査会「デジタル・ネット時代における知財制度の在り方
についてJ(報告案、平成20年10月29日会議資料)23頁以下)。

i主8 間接行為者が損害賠償責任を負う場合に、その故意・過失の内容や、損害賠償額の算定に関する著作権法上の特則の適用可能性などは、それぞれ検
討を要する重要課題であるが、別稿に譲る。

注9 同じく刑法の用語を借りるならば、共同正犯型の帰貧については、前掲注1に記したとおり、本稿の検討対象から予め除外されていることに留意され
たい。 ムギ

注10 たとえば、民事法における法人絡否認の法理、刑事法における間接正犯など。
注11 手足論に基づいて利用主体性を肯定した裁判例として、たとえば、キャバレー営業者に関する名古屋高判昭和35年4月27日下民集11巻4号940頁(中
部観光事件)、公演企画者に関する東京地判昭和54年8月31日無体集11巻2号439頁(ビートル・フィーバ一事件)。その後も、バレエの公演主催者に
関する東京地判平成10年9月9日知裁集30巻4号841頁(我々のファウス卜事件)など。

注12 その唱矢となったのは、カラオケスナック経営者に関する最判昭和63年3月15日民集42巻3号199頁(クラブキャッツアイ事件)。同法理への批判的検
討として、参照、上野達弘「いわゆる『カラホケ法理Jの再検討J紋谷暢男教授古稀記念論文集刊行会編『知的財産権法と競争法の現代的展開(紋
省暢男古稀記念)j783頁(発明協会、 2006年)、田村善之「検索サイトをめぐる著作権法の諸問題 (2)一一寄与侵害、間接侵害、フェア・ユース、
引用等一一」知的財産法政策学研究17号 (2007年)83頁以下。

注13 I転用jの語は、前掲注4・田村善之・ 275頁以下による。最近の転用例として、中央管理型P2Pファイル交換サービスに関する東京地中間判平成15
年1月29日判時1810号29頁(ファイルローグ事件)、テレビ放送の転送(地理的シフティング)サービスに関する知財高決平成17年11月15日未登載
(録画ネット事件)、東京地判平成20年5月28日未登載(ロクラク事件)。

注14 その代わりに、カラオケ法理以降では、・「営業上の利益j収受などの関係性以外の要件が付加されているが、こちらの要件は緩やかに解されているた
めに(たとえば、サービス自体は無償でも関連ウェブサイトで広告収入があれば足りるとする前掲注13・東京地中間半:J(ファイルローグ事件)など)、
実際上は利用主体性拡張の限界を画する機能を果たしていない。また、そもそも利益性要件を問わないものとして、東京地判平成19年5月25日判時
1979号100頁 (MYUTA事件)。

注15 たとえばテレビ放送の転送サービスに関しては、前掲注13に挙げた知財高決(録画ネット事件)と東京地判(ロクラク事件)ではサービス提供者の
著作物利用主体性が肯定され、東京高決平成18年12月22日未登載(まねきTV事件)ではこれが否定されたが、両者を隔てる明確な基準を見いだすの
は困難である(たしかに後者では市販の機器(ソニー社のロケーションフリーテレビ)が用いられている点で前者よりも事業者の関与の度合いは低
いが、それとて専用機であることには変わりがない)。侵害の成否が不明確であるという「著作権リスクJは、ネットワーク上で新たな事業を開始し
ようとする企業にとっては特に障害となる(参照、前掲注7・デジタル・ネット時代における知財制度専門調査会報告書案23頁)。

注16上野達弘・前掲注12・788頁以下。
注17 田村善之・前掲注4・293頁以下。
注18 なお、「専ら文書又は図面の複製に供するJ機器には、 30条1項1号の適用はないとされている(附則5条の2)から、たとえはコンビ二信のコピー機
を用いて私的使用目的で文書や図画をコピーする顧客の行為について結局は複製権侵害が成立しないが、ここでは複製
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